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『男道』 清原和博 著

皆さんは清原和博という男を知っていますか？

甲子園の怪物と呼ばれ、名門ＰＬ学園を５度の優勝へ

と導いた大打者。鳴り物入りでプロの世界へと入り、

ルーキーながら大活躍をしたが、怪我により挫折、

それでも地獄から這い上がった男。

そんな、彼の人生を彼自身の言葉でまっすぐに

書いてある『男道』、ぜひ読んでください。

ついに夏休みがやって来ます。そんな夏は、真っ赤に燃え盛る太陽のもと、お部屋の中で静かに読書に勤し

みましょう！本を読みたい方は、明秀図書館にお越しください。冷房の効いた図書館で一人座って本を読む―

―これぞ青春の幸せ。今回の図書館だよりでは、新刊の案内と、野球部主将打越君のお薦め本を紹介します。

夏休み図書館開館日

今年の夏の開館日は次の通りです。
開館時間は午前９時から午後５時までです。

8/ 2 8/ 3 8/ 4 8/18
8/19 8/22 8/23

8/24 8/25 8/26

「人はなぜ学ばなければならないのか」 斎藤孝著

「マネジメント」 P・F・ドラッカー著

「高校生の勉強法」 池谷裕二著

「心を整える。」 長谷部誠

「こんな仕事絶対イヤだ！」 清水謙太郎著

「問題解決力を高める参画学習」 武田正則著

「レヴォリューション№０」 金城一紀著

「真夏の方程式」東野圭吾著

「謎解きはディナーの後で」 東川篤哉著

「放課後はミステリーとともに」 東川篤哉著

「偉大なる、しゅららぼん」 万城目学著

「七つの習慣」 スティーブン・R・コヴィー著

「９割がバイトでも最高のスタッフに育つ

ディズニーの教え方」 福島文二郎著

東日本大震災では原発事故がありました。現在も
危険にさらされています。今回は原発関連の本をそ
ろえました。本から知識を蓄えましょう。

「原発事故緊急対策マニュアル」

日本科学者会議福岡支部核問題研究委員会著

「原発抜き・地域再生の温暖化対策へ」吉井英勝著

「原発事故残留汚染の危険性」武田邦彦著

「臨界被曝の衝撃」 清水修二著

「原発のウソ」 小出裕章著

「福島原発メルトダウン」

広瀬隆著

３年５組

打越大基君

『モリオ』 萩上直子 著

亡くなった母が愛用していたミシンを形見として譲り受けた青年モリオ。

単調な社会生活を無目的に送っていた彼は、ミシンを修理しながら様々なこ

とを思い出す・・・。傷ついた者たちの再生の過程をユーモラスに優しく描

いた作品。日常をしばし忘れほっと一息つける、素敵な物語なので、ぜひ読

んでみて下さい。 表題作の他、一編収録。 (推薦者:2-2田中)

夏休み恒例の≪ブックハンティング(図書購入)≫を

今年も行います！本校図書館にぜひ入れたい本、読み

たい本を、書店で直接選ぶことが出来ます。参加して

みたい方は、図書館の池田先生まで申し込んで下さい。

期日：７月２８日（木）

場所：リブロひたちなか店（ファッションクルーズ内）

※正門前からバスで12:30に出かける予定です。

★☆★図書館からイベントのお知らせ★☆

新刊案内 原発特集

いま、

売れてます！

図書委員の

編集委員:大和田、襲田(3-1)


